
ティーチイン手順によるセンサ調整

2点調整 1点調整 アナログ出力設定 押しボタンのロック

緑LED 点滅 緑LED
-LED
+LED

点滅
オフ

工場出荷時設定

通常モード動作

10秒お待ち下さい。

通常モード動作

技術データ

フォーク幅 30 mm
フォーク深さ
動作範囲

超音波周波数
分解能

43 mm
min. 12 mm (± 6 mm)
170 kHz
< 0.005 mm

動作電圧UB
電圧リプル

無負荷消費電流
ハウジング

20から30 V DC, 逆極性保護
± 10 %
≤ 60 mA
ラッカー塗装亜鉛ダイカスト, 樹脂部品: PBT

EN 60 520に対する保護クラス
接続タイプ

超音波変換器 : ポリウレタンフォーム 
ガラス含有エポキシ樹脂
IP 65
5ピンM12プラグ

コントロール
インジケータ

真鍮, ニッケルメッキ
ティーチインボタン
緑LED: 中央またはスイッチングウィンドウ内
黄LED: 中央/スイッチングウィンドウからのずれ

プログラム可
同期

動作温度
保管温度

LCA-2　LinkControl
内蔵同期機能により最大10台まで
+5°C to +60°C
-40°C to +85°C

質量
応答時間
繰り返し率

使用可能前遅延時間

190 g
5.1 ms
4 ms
< 300 ms

注文No.
アナログ出力

bks+3/FIU
電流出力 4-20 mA
電圧出力 0-10 V
短絡保護, 立ち上がり/立ち下がり切り替え可能

スイッチ出力 プッシュプル, UB-3V, -UB+3V, Imax=100 mA
NOC/NCC切り替え可能; 短絡保護

1
5

2
3 4

1プッシュプルスイッチ出力及びアナログ出力

+UB

-UB
Sync/Com

1 茶
2 白
4 黒
5 灰
3 青

U RL F
I/U
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センサをウェブ端に合わせて下さい。 より詳細な設定

1) またはピン5 (同期/通信) を+UBに接続して下さい。 2) またはピン5 (同期/通信) を-UBに接続して下さい。3) またはピン5 (同期/通信) を-UBに接続して下さい。 

取扱説明書

bks+3/FIU

アナログ出力及びIO-Linkイン
タフェースを備えた超音波ウェブ
エッジセンサ

商品説明
bks+超音波ウェブエッジセンサは
ホイルや紙などの音波を通さない
素材の端を走査するためのフォー
ク形状のセンサです。
下側フォークに短い音波インパル
スを周期的に発する超音波発信
機が備わっており、発信された超
音波は、上側フォークに備わった
受信機により検知されます。フォー
ク間を通るワークがこの音波経路
を覆い、受信信号を減衰させます。
受信信号はセンサに内蔵された電
子機器によって評価されます。アナ
ログ信号は、フォーク間の遮蔽の
程度に応じて出力されます。
LinkControlアダプタLCA-2と
LinkControlソフトウェアを使用
して、スイッチ出力をウィンドウモ
ードのゼロ位置付近にプログラム
することができます。

bks+センサは、IO-L ink仕様 
V1.1に準拠しております。
エッジセンサ上部にあるティー
チインボタンを使用して、センサ
を制御したいワークに合わせて
調整できます。
立ち上がり及び立ち下がり出力
特性をご選択いただけます。
3つのLEDがフォーク間のウェ
ブ材の位置を表示します。
安全上の注意

取り付け

ご使用の前に取扱説明書をお
読み下さい。
接続、取り付け及び調整作業は
熟練されたご担当者様によって
のみ行って下さい。
EU機械指令に準拠した安全部
品は御座いません。

設置をお望みの場所にセンサを
取り付けて下さい。
接続ケーブルをM12プラグに接
続して下さい。
最適な測定結果を得るために、
センサに熱が溜まらないように
取り付けて下さい。

スタートアップ
電源に接続して下さい。 
ダイアグラムに従って調整を行
なって下さい。

同期
もし、2つ以上のエッジセンサが
400 mm未満の距離で取り付け
られている場合、内蔵された同期
機能をご使用いただく必要が御座
います。
全てのセンサの同期チャネル (ピン
5)を接続して下さい。

工場出荷時設定
アナログ電圧出力
立ち上がりアナログ特性
(最大遮蔽時で0 V)
スイッチ出力はNCC
スイッチ出力幅は、ゼロ位置近
傍で± 1.5 mm

メンテナンス
マイクロソニック社のセンサはメン
テナンスフリーとなっております。
汚れがひどい場合には、センサの
白い部分の表面を清掃することを
お勧めします。
注意
最適な測定結果を得ていただく
ために、検出されるべきワークは
上下フォーク間の中心付近
±5mmの範囲に保っていただく
必要が御座います。

LinkControlアダプタLCA-2
(オプションのアクセサリ)と
LinkControlソフトウェアV7.6
をご使用いただくと、すべてのテ
ィーチイン及び追加のセンサパ
ラメタ設定を行うことができま
す。
必要に応じて、超音波センサ本
体に2°の傾斜にて取り付けてい
ただけます。

ウェブ材をフォークから
取り除いて下さい。

音波経路を50％覆うように、ウ
ェブ端をフォークのゼロ位置マ
ークに合わせて下さい。

+LEDと-LEDが同時に点滅する
まで、押しボタンを約3秒 1) 

押して下さい。

電源電圧をオフにして下さい。 電源電圧をオフにして下さい。

押しボタンを押しながら電源
電圧をオンにして下さい。

押しボタンを押しながら電源
電圧をオンにして下さい。

緑LEDと+LEDが同時に素早く
点滅するまで、押しボタンを
約3秒2) 押し続けて下さい

緑LEDが素早く点滅するまで、
押しボタンを約13秒2) 
押し続けて下さい。

電源電圧がオンの間に、
押しボタンを5秒3)
以内に放して下さい。

設定を変更するには、押しボタン
を約1秒2) 押して下さい。

10秒お待ち下さい。

2秒お待ち下さい。

緑LEDと+LEDが同時に点滅す
るまで、押しボタンを約3秒 1) 

押して下さい。

緑LEDと-LEDが同時に点滅す
るまで、押しボタンを約3秒 1) 

押して下さい。

アナログ出力の
機能が表示
されます:

+LEDオン
-LEDオン 0-10V
立ち上がり
+LEDオン
-LEDオフ 0-10V
立ち下がり
+LEDオフ
-LEDオン 4-20mA
立ち上がり
+LEDオフ
-LEDオフ 4-20mA
立ち下がり

オン: 押しボタン
 有効
オフ: 押しボタン
 無効

音波経路をウェブ材にて完全に
覆って下さい。

押しボタンを約1秒 1)
押して下さい。

出力機能を変更するには、押し
ボタンを約1秒 1)押して下さい。

ゼロ位置マーク
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IO-Linkモード

IO-Linkデータ

物理層
bks+3/FIU

IO-Linkバージョン
互換性

ブロックパラメタ
データストレージ

V1.1
V1.0
yes
yes

SIOモードサポート
minサイクルタイム

ボードレート
 処理データのフォーマット

yes
4 ms
COM 2
16ビット, R, UNI16

処理データの内容

IO-Link仕様サービスデータ
ベンダ名

0-15ビット: 分解能0.003 mmで遮蔽の程度

インデックス
0x10

ベンダテキスト
製品名
製品ID

製品テキスト

0x11
0x12
0x13
0x14

センサ仕様サービスデータ
押しボタンによるティーチイン

出力特性の線形化

インデックス フォーマット
0x40
0x41

UINT8
UINT8

温度補償
アナログ出力モード

立ち上がり/立ち下がり出力特性曲線
NCC/NOC

0x42
0x44

UINT8
UINT8

0x45
0x46

UINT8
UINT8

LEDの自動オフ
測定フィルタ
フィルタ強度

スイッチングウィンドウの中央

0x48
0x4D

UINT8
UINT8

0x4E
0x4F

UINT8
UINT16

スイッチングウィンドウの幅

システムコマンド
IO-Linkパラメタ復元

0x50 UINT16

インデックス
0x02

センサ調整: フォーク間に遮蔽物なし
センサ調整: フォークの50%を遮蔽
センサ調整: フォークの100%を遮蔽

工場出荷時設定に戻す

0x02
0x02
0x02
0x02

イベント コード タイプ
0x8ca0
0x8ca1

通知
通知

オブザーブ
測定値

0x8ca2 通知

インデックス
0x54

フォーマット
UINT16

1) 測定値は、内部分解能約0.003 mmの整数倍として表現されます。  

アクセス
R

値
microsonic GmbH

R
R

www.microsonic.de
bks+

R
R

bks+3/FIU
Ultraschall-Sensor

アクセス レンジ
R/W
R/W

0: 有効; 1: 無効
0: 無効; 1: 有効

デフォルト
0
1

R/W
R/W

0: 無効; 1: 有効
2: 電流出力; 3: 電圧出力

R/W
R/W

0: 立ち上がり特性曲線; 1: 立ち下がり特性曲線
0: NOC; 1: NCC

1
3
1
1

R/W
R/W

0: 無効; 1: 有効
0-2: F00-F02

R/W
R/W

0-9: P00-P09
0-40951) 

1
0
0
2047

R/W 0-40951) 

アクセス
W

値
130

1023

W
W

161
162

W
W

163
164

名前
パラメタ変更完了
センサ調整成功
センサ調整失敗

アクセス
R

レンジ
0-4095

.

bks+センサは、IO-Link仕様V1.1
に準拠したIO-Linkに対応してお
り、V1.0に対して完全に互換性が
御座います。
注意
IO-Linkモードでは、ティーチイ
ン及びLinkControlはご利用い
ただけません。
データ処理
bks+は測定された遮蔽率に対応
する値を0.003mmの分解能で周
期的に送信します。
サービスデータ
IO-Linkを経由して以下のセンサ
パラメタをご設定いただけます。

押しボタンによるティーチイン
押しボタンは、センサのティーチイ
ン設定により有効化/無効化する
ことができます。
出力特性の線形化
端部の絶対的な精度を高めるため
出力特性の線形化を無効にするこ
とができます。
温度補償
温度補償は、周囲温度の変化に対
する測定値の補正に使用され、無
効化することができます。

アナログ出力モード
アナログ出力の場合には、電圧出
力、または、電流出力をご選択いた
だけます。
立ち上がり/立ち下がりアナログ
特性
アナログ特性は、立ち上がり (完全
遮蔽時で0 V / 4 mA)、または、立
ち下がり特性にご設定いただけま
す。
NOC/NCCの設定
NCCまたはNOC出力機能を、スイ
ッチ出力にプリセットしていただけ
ます。

LEDのスイッチオフ
有効化すると、ボタンを押した30
秒後にオフになります。新たにボタ
ンが押されると、30秒間オンにな
ります。自動シャットダウンは無効
化することができます。
測定フィルタ
bks+超音波センサは、3つのフィ
ルタ設定をご選択いただけます:
 F00(フィルタなし)
各超音波測定値は、フィルタを
用いずに出力されます。
 F01(平均値フィルタ)
複数の測定値により概算算術
平均値を生成します。平均値に
より出力が設定されます。平均
値が生成される測定数は、ご選
択いただいたフィルタ強度によ
って異なります。
 F02(中央値フィルタ)
複数の測定値の中央値を求め
ます。中央値により出力が設定さ
れます。中央値が決定される測
定数は、ご選択いただいたフィル
タ強度によって異なります。
フィルタ強度
各測定値フィルタには、フィルタ強
度がP00 (弱いフィルタ効果) から
P09 (強いフィルタ効果) をご選択
いただけます。
スイッチングウィンドウ
ウェブ端がスイッチングウィンドウ
内にある場合、スイッチング出力が
設定されます。スイッチングウィン
ドウは、ご調整いただいた中央及
び幅により定義されることとなりま
す。
注意
スイッチングウィンドウは、完全に
動作範囲内である必要が御座い
ます。

システムコマンド
5つのシステムコマンドで、以下の
設定を行っていただけます:
IO-Linkパラメタ復元
センサの調整:フォーク間に遮蔽
物なし
センサの調整:フォークの50%を
遮蔽
センサの調整:フォークの100%
を遮蔽
工場出荷時設定に戻す

イベント
bks+センサは、以下のイベントを
送信します:
パラメタ変更完了
センサ調整成功
センサ調整失敗

IODDファイル
最新のIODDファイルにつきまして
は、
www.microsonic.de/en/IODD
にてご確認いただけます。
IO-Linkの詳細につきましては、
www.io-link.comをご覧下さい。

大阪本社 〒530-6106
 大阪市北区中之島3-3-23
 TEL : 06-6441-1503
 FAX : 06-6441-1916
東京営業所 〒110-0005
 東京都台東区上野5-6-10
 TEL : 03-6806-0757
 FAX : 03-6806-0764
名古屋営業所 〒460-0008
 名古屋市中区栄1-22-16
 TEL : 052-203-1103
 FAX : 052-203-1104

http://www.takeda-trade.co.jp
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